
─ 203 ─

―1―

「子ども と教育 」 び「子育て支援」に関する

瀬々倉 玉奈

（児 学 ）

乳幼児保育･教育 においては、子どものみならず養育者を ートすること、 ち、子ども･子

育て支援が となってきている。幼 園教 養成課程 では「子ども と教育 」で り、保育

養成課程 では「子育て支援」が実践的な学びに する で る。保育者による は学 期に

おける教育 とは なる が く、 たな 論 や実践の み が めら ている。ところが、 会

的 の から保育学生が子どもと に関わる経験は しており、養育者と関わる経験は に しい。

こで、 に 者が った保育学生と子どもとの関わりに関する調査結果を養育者との関わりの か

ら し、 回 たに った実習における養育者との関わりに関する実 調査の結果と て した。

ーワー 子ども ，教育 ，養育者，子ども･子育て支援，ぴっぱらん

的

(1)

乳幼児保育･教育 ( 下、 保育 とす

る。)においては、子どものみならず養育者（

下、保 者を 。）を ートすること、

ち、子ども・子育て支援を うことが とな

ってきている。こ に いて「幼 園教育要 」

(文部 学 ,2017)では、 第 7 において「幼

園の 的の達成に するため、幼児の生活

体が豊かなものとなるよう や におけ

る幼児期の教育の支援に めるものとする。」

としている。

また、 保育 保育指 ( 生 ,2017)

には、第 4 の子育て支援において、「1.保育

における子育て支援に関する 本的 」、

2.保育 を 用している保 者に する子育

て支援 、 3. の保 者 に する子育て支

援 に を分けて、より に記載さ てい

る。特に、 2.保育 を 用している保 者に

する子育て支援 の においては、「(3)

な養育 が疑わ る の支援」に いて

言 しており、児 の 応が く意 さ

ていることが できる。同様に、「幼保

定こども園教育・保育要 」(内閣府･文

部 学 ･ 生 ,2017)においても第 4

で 子育ての支援 に いて に記載さ て

いる。

幼 園教 び保育教 びに保育 ( 下、

保育者 と する。)は、子どもを とし

た教育･保育に関わる や のみならず、

養育者を とした子育て支援に関する ･

をも に けておくことが めら てい

る( ,2018)。

また、保育者が上 の各 要 に って教育

び保育を るよう保育者養成課程におい

て実践的に らを学 としては、幼

園教職 「子ども と教育 」、保育

子育て支援 が設けら ている。

しかしながら、「教育 」の 内 は、

学 の教育 の り の言わば り

の で り、 の 論 や 内 の 発

などが めら ている( ,2019)。

幼保園における教育･保育 の実 は、通

の ンセ ングとは なっている。保育

における教育 と、 学 の教育

との も大きな いは、子ども が を
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できるかどうかという に る。 くの

は、子ども からの ではなく、保育者が

子どもの に き保 者と して 応

していくことから、保育者が う教育 は、

保 者支援で ると言ってよい( ，前 書)。

(2) 的

本稿の 的は、上 した保育者に めら て

いる子ども・子育て支援の実践力に 応する

が、保育学生 にどの程 ら ている

のかを明らかにして の 応の を

することに る。 のため、 下の を

う。

に 者が った 赤ちゃんとの接触・

育児経験に関する調査 （瀬々倉,2016）を

めて養育者との関わりの から

する。

保育実習 び での子育て支援を学

会に関する調査」の結果を明らかにする。

保育者による 支援に関する学びを保

育者養成 でどのように うことが

か する。

(1)

先 したように、保育者には 的な ち

で子どもと関わるだけでなく養育者との関わ

りが 前にもまして めら るようになって

きている。

しかしながら、 の 、 子 や

･非 の 加、 や離 ･ による

の り の 様 など 会 の と

に、保育学生で っても子どもと に関わる経

験は しており、ましてや養育者との関わり

の経験は しい。この に いて 者は 赤ち

ゃんとの関わり体験調査 を い保育学生で

っても に子どもと関わる経験が ないか

を明らかにしている(瀬々倉,2015)。さらに、2

の女子大学で同 紙調査を い、育児に

関する 的な の にかかわらず、ミル

クや離乳 を さ たり、 を たり

といった赤ちゃんのお 、育児経験は しい

ことを明らかにしている(瀬々倉,2015・2016･

2019)。

(2)

(2006)は、10 か 児健 に、 親を

とした育児に関する 紙調査を 1980 年

(大阪 ート)と、2003 年( ート)に

実施している。 らの 的な調査結果を

に、 女 の育児 感は、 女 から成

人女 と成 し、子どもを生んで 親となる

程において、子どもに接する 会が しくな

ってきていることが で ると指 してい

る。

こで、 の女子大学生の赤ちゃんとの接

触･育児経験の を することを 的に、

下の調査を った。

(3)

の調査を参 に、こ までの赤ちゃんと

の関わり経験に いて、2 の大学において

紙調査を っている。調査 は保育 び幼

児教育を主として学 に する女子大

学生で る(表 1)。

1.

( ) 18 19 20 21 22 23

学 (人 ) 170 141 78 23 8 0 

学 (人 ) 0 85 100 15 0 1 

(4)

まず、 で 的な 期間を た

ものを表 2 に、 生 体 を たものを表 3

に す。

に する の の程 を す

る として、 的な 期間と 生

体 とを た。 の に した者は、

大学では 83.3 、 大学では 83.6 で り、

大学間での は 0.3 に なかった。
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2.

月数 6 月 8 月 10 月 12 月 14 月

学 0.2% 2.1% 87.6% 9.0% 1.0%

学 0.0% 3.5% 86.6% 8.0% 2.0%

3.

体 1kg 2kg 3kg 4kg 5kg

学 0.0% 4.5% 94.5% 0.7% 0.2%

学
1.5% 2.0% 95.5% 1.0% 0.0%

ここで、 の に した者を「

り」、いず か でも した者を「

し」と定義して、赤ちゃんとの接触経

験、育児経験に いて 大学の学生の回 結果

を分 した。

赤ちゃんとの接触経験を る と

して、「赤ちゃんをさわったことが りますか」

を表 4 に、「赤ちゃんを っこしたことが り

ますか」を表 5 に、「赤ちゃんと関わったり、

んだりした経験は りますか」を表 6 に す。

大学の と 大学の とに いての

Mann-Whitney の U 定では、赤ちゃんとの接

触経験を る 3 とも は めて に

意で った(p=.000)。

4.

知 よくあった ときどき なかった

学

り 28.3% 62.3% 9.4%

し 21.4% 68.6% 10.0%

合 27.1% 63.3% 9.5%

学

り 15.5% 73.8% 10.7%

し 6.1% 69.7% 24.2%

合 13.9% 73.1% 12.9%

の の いでは、 大学 に

が りの者が い者に して、赤ちゃんと

の接触経験を る 3 とも、より く経験

をしていた。しかしながら、 大学の

りの者でも、 大学の しの者より

も、赤ちゃんとの接触経験が しい が さ

た。

5.

知 よくあった ときどき なかった

学

り 25.7% 60.0% 14.3%

し 18.6% 65.7% 15.7%

合 24.5% 61.0% 14.5%

学

り 12.5% 65.5% 22.0%

し 6.1% 48.5% 45.5%

合 11.4% 62.7% 25.9%

6.

知 よくあった ときどき なかった

学

り 27.1% 56.9% 16.0%

し 24.3% 61.4% 14.3%

合 26.7% 57.6% 15.7%

学

り 11.3% 66.1% 22.6%

し 3.0% 54.5% 42.4%

合 10.0% 64.2% 25.9%

赤ちゃんの育児経験を る とし

て、「赤ちゃんにミルクを ま たり、 さ

たりしたことが りますか」を表 7 に、「赤

ちゃんの を たことが りますか」を

表 8 に す。

大学の と 大学の とに いての

Mann-Whitney の U 定では、「ミルクを ま

た り さ た り 」 で は は 意 で り

(p=.015)、「 」では は に 意

で った(p=.002)。

大学では が る者の が い者

より育児経験の経験 が かった。こ に し

て、 大学では「ミルクを ま たり さ

たり」では、 が い者の が る者よ

りも、「よく った」と回 した者が 2.5 も

く、逆 が発生していた。また、「

」でも 大学では、「よく った」と回

した者が、 が い者の が る者よ
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りも 0.1 では るが かった。

7.

知 よくあった ときどき なかった

学

り 14.0% 31.1% 54.9%

し 5.7% 18.6% 75.7%

合 12.6% 29.0% 58.3%

学

り 2.4% 32.7% 64.9%

し 6.1% 24.2% 69.7%

合 3.0% 31.3% 65.7%

8.

知 よくあった ときどき なかった

学

り 17.1% 39.4% 43.4%

し 8.6% 32.9% 58.6%

合 15.7% 38.3% 46.0%

学

り 6.0% 39.9% 54.2%

し 6.1% 27.3% 66.7%

合 6.0% 37.8% 56.2%

大学ともに、 の に関係なく、

赤ちゃんとの接触経験よりも、赤ちゃんの育児

経験が しており、こ は の調査結果と

も 通した課 で る。

大学と 大学とにおいて、 の

と赤ちゃんの育児経験との関係に逆 が

生 ている に いては、 の り が

しているのではないかと さ る。な

なら、育児経験の程 を する として、

よく った ときどき った 「なかった」の

3 で回 を めており、 の は回 者

の主 に ら ているからで る。

(5)

こ までの では、 に保育学生で って

も育児経験が て しいことのみを し

ていた(瀬々倉,2016･2019)。

ここで めて したいのは、赤ちゃんの育

児経験における養育者と保育学生との関係で

る。本調査において「育児経験」としている

のは、「ミルクを ま たり さ たり」し

た経験と、「 」の経験で る。こ

らは、養育者が子どもを保育園や幼 園に ず

けている際に、保育学生がアル イトなどで経

験する育児経験を 外す ば、養育者と にい

る子ども の育児 動で ると できる。

の 、養育者が保育学生の育児 動に いて

していなけ ばならず、 こには る程

の 関係が し、養育者との関わりのもと

で わ ているはずで る。 って、赤ちゃん

の育児経験の しさは、養育者との関わりの

しさとほ 同義と ら る。

本調査の は、保育者養成に関わる学部に

しており、子ども の ・関心は の

女子大学生よりも いと さ る。 にも

かかわらず、赤ちゃんの育児経験が してい

ることは、 に 会における子どもや育

児 の養育者 の が まらないことの

を表していると ら る。

大学を すると、 に関する には

が いにも関わらず、赤ちゃんとの接触経験、

育児経験で に 意 が さ た。大学によ

って経験 に が ることに いては、 の

研究課 としたい。

また、 大学では が る者の が

い者より接触経験、育児経験 に経験 が か

った。こ に して、 大学では が

る者の が い者より接触経験の経験 は

かったが、育児経験に いては 部、逆

が さ た。こ に いても、 の研究課

としたい。

本調査においては、 大学の調査 の年

や実習経験を 慮していないことから、 大

学間の に するよりも、 しろ の女子

大学生の を か ことに し得るとい

ってよい。

調査結果から てくる保育者養成の課

本調査の は、保育者養成課程に してお

り、子ども の ・関心は の大学生より



─ 207 ─

「子ども理解と教育相談」及び「子育て支援」に関する一考察

―5―

も いと さ る。 にもかかわらず、赤

ちゃんの育児経験が しているという実

からは、 に意 して赤ちゃんと学生とが関

わる 会を設ける 要に ら ていることが

できる。

で、 に 会における子どもや育

児 の養育者 の が まらないかという

ことの を表しているとも ら る。

実際、幼 園教育実習や保育実習の 前指導

などにおいても、子どもと関わった経験が な

いことから を感 るという内 が学生か

ら語ら ることが なくない。

(1)

本 で うアンケート調査は、 様な保育を

学 ことが 的となっている保育実習 (

園) び保育実習 ( 施設)に い

て ったもので る。 は、 回生 に 10 日

間 っているが、コロナ禍の で４回生 ま

で 期さ た学年がおり、2022 年 は 3 回生

と 4 回生との 2 学年が、8 下 から 9 上

の 期を 心に保育実習 を っている。なお、

本学児 学 の学生は、ほ が幼 園教

の と て保育 を取得することか

ら、本稿では、特に「幼 園教 」と 保育

とを することなく 保育者 と するこ

ととする。

コロナ禍において実習を引き受けていただ

くことが、実習園には 大な をおかけする

ことはは 々 しており、 くまでも「

のない で」として している。保育実習

における 文を して 下に す。特に、

本稿において 調したい に下   を

している。

まず、学習の らいに いては、「 保育実習

は、 園・ク スの活動に参加しながら、保

育 の を ったり、様々な子どもや保

者と関わったりすることを通 て、保育 (園)

の や保育 の職 、子どもの発達や がい

児保育、 保育、 支援など、 様な保育

に いての を めること を学習の らい

に位 けています。」としている。

に、内 の に いては、「 びや

、 本の み語りなど、 間の部分実習を

回 う。さらに、 で ば、実習の

で「指導 を したう で主活動の 実

習」（30 分 1 間、 は 日程 ）を う。

で ば、 園 び 園 の保 者と保

育 との関わりや、 を通した保 者支援

を学ば て頂く。（上記の課 は くまでも

です。本学が している実習期間は

ですので、園児の みや職 の の ・

研 で特 の保育体 をとっておら るな

ど、上記の課 （特に の 実習)が設定で

きないことも ろうかと ます。 園のご

を 先して、課 ・実習内 を設定していた

だけ ばと ます。）」としている。

(2) ン ート の方

本 のアンケート調査の は 下で る。

調査実施 期

2022 年 9 23 日 9 27 日の 3 日間

調査

者が する 3 回生 期配 子育て

支援 ク スの受講生 103 。回 者

は 92 で回 は 89.3 で った。先 した

ように 2022 年 は４回生も、保育実習 ･ を

っているが、アンケート実施に した を

していないため実施しなかった。

実施 法

回の に、 ータル内の LMS 上に

設けているアンケートに回 するよう し

た。

下の説明の元に、保育実習 ･ において、

子育て支援に いてどのように学 会が

ったかを で回 するよう めた。

アンケートの説明

保育実習 では、子育て支援を学 ことも 1

の 的となっていることを した。

に保育実習 を ている学生には、子育

て支援に いてどのように学 会が った

かの回 を めた。 、保育実習 を て
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いない学生には、 特に し に クをさ

た。

(3)

表 9 は、保育実習( )において、どの

ような子育て支援を学 会が ったのかを

として回 した結果を集 したも

ので る。 8 の学生が、「 園・ 園 に

保育者と親子の様子を した」と回 してい

る。しかしながら、 いで回 の い「

を ま てもらった」のは 25.0 と、大きく

は している。さらに、「子育て支援に

いて、保育者に を った」が 19.6 、「

園・ 園 に親子に 接関わった」と回 した

者は、14.1 と 1 に なかった。また、

「特に子育て支援に いて学 会はなかっ

た」と回 した学生も 7.6 いた。

回調査した実習期間は、 だコロナ禍が

く で わ たもので り、日々、 が

する での保育の を学 会を得たこと

に大きな意義が る。

もっとも、こ まで特に調査という を取

らず学生に き取った でも、 回の調査結

果と同様に、保育実習 における子育て支援に

関する学びの 会は ら ていた。

表 10 は、実習における子育て支援に関する

記 で る。この表において、 体的に学

ことが た子育て支援の内 の に

の下 、子育て支援に いて経験できなかった

内 の に   を している。 下、表 10

の回 号を して説明する。

的に子育て支援に いて学 会が設け

ら た実習園では、園内の子育て支援施設を

学(1,9)、子育て支援活動の 実習を経験した

学生もいた(5)。また、 の 関との を

どのように めているかなどを学んだ学生もい

た(4）。さらに、(8)に記載さ ている き

の園だよりの活用からは、 ュ ン ーショ

ンの 法が取り入 ら ている が る。

さらに、 本 のお りに関する からは、

「お り」をきっかけに親子の を活 す

るような きをしていると さ 、保育

ならではの子ども･子育て支援の で ると

できる。

また、保育実習 の施設実習においても、

を て子ども･子育て支援を っている

ことを く感 たと記 していたり(3)、保 者

支援に関する会 に ー ーとして参加し、

どのようにす ば子どもの 心に ながるかを

する 会を得た学生もいたりする(7)。

で、 を ていただくよう しても

イ シー保 の から さ なかった

も る(10)。 の園の で り、

し の いことで る。

本調査の結果からは、保育実習 の いの

で る子育て支援に関する学びの内 は、

「 園・ 園 に保育者と親子の様子を 」

するという が大 で り、 8 を めるこ

とが明らかとなった。 いで、25 の実習生が

「 を 」経験をしており、 2 の実

習生が、保育者から子育て支援に いて を

くという で学んでいた。養育者と 接かかわ

った実習生は、わずか 14.1 で った。保育者

に子どもとのかかわりだけでなく、養育者との

かかわりや支援が めら ていることを

ると、保育 における子育て支援に関わる実

習内 は、実際に保育者になったときには心も

とないと言わ るを得ないのが で る。

(1)

保育者には、 びを通して子どもの育ちに

り うために、 や 、 本 み、 動

びなどのさま まな や 論の 得が めら

る。加 て心 発達的な ルなどを

し、 らを らの で して びや生活

の で活用するので る。

さらに、 の育児 を受けて、 前 で

親子に関わる保育者には、子ども に く

かかわりはもとより、養育者を して支 、

協 関係を結びながら に子どもの育ちに り

うというさらなる力 が めら ている。
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9.

子育て支援について実習で学んだ機会 回答数 (人 ) 割合 (%)

① 登園・降園時に保育者と親子の様子を観察した 72 78.3

② 登園・降園時に親子に直接関わった 13 14.1

③ 連絡帳を読ませてもらった 23 25.0

④ 園内の子育て支援施設に行かせてもらった 5 5.4

⑤ 子育て支援について、保育者に話を伺った 18 19.6

⑥ 特に子育て支援について学ぶ機会はなかった 7 7.6

⑦ その他 (具体的に記して下さい) 11 12.0

⑧ 自由記述欄 11 12.0

10. ( 記 ) 

番号 自由記述の内容

1 
園内に、子育て支援ルームがあり、入園していない親子でも気軽に立ち寄ることができる。保育士が常にいる

ため、子育ての相談を常時できる状態である。ルーム内にも、おもちゃが豊富にあるため、子どもも楽しめる。

2 支援が必要な子どもにたいしてどのような関わりを持っているか保育士に聞いた。

3 保育実習Ⅲで将来を見据えて子どもに支援を行っているということを強く感じた

4 
保育園に通う子どもの中に、保育園の近くにある療育にも通っている子どもがいること、母親とも相談して通う

か決めていることなどを保育者に教えていただいた。

5 地域の家庭の子育てをサポートする子育て支援活動が行われていたため、観察実習を行った。

6 
保育実習Ⅱではなく、保育実習Ⅲを選択していたので、保育園ではなく施設実習でした。今までの実習から

回答します。

7 

児童養護施設で実習を行い、子ども達が安心して生活できるように支援を行うだけでなく、保護者の方に対

してどのような対応をとり、どのような支援を行っていくことが必要かを職員の方同士で話し合う会議を見させ

ていただきました。

8 

保育園の園だよりなどを見せてもらいました。子どもたちが園でどのように過ごしているのかなど写真付きでた

くさん書かれていました。また、本を紹介した毎月のおたよりも見せていただきました。ランキングやカテゴリー

ごとにまとめられており、これを見て、絵本を買ったり図書館へ借りに行ったりする保護者の方もいると教えて

いただきました。

9 

園内には地域子育て支援センターがあり、専用のおもちゃや絵本などが配置された部屋で親子教室が行わ

れていました。見学する機会はなかったのですが、部屋が園庭に面していて中の様子が見えていたため、保

育者が参加する親子を迎え入れる準備をしている様子や親子が集まって来る様子、その中でのやりとりなど

を断片的にですが何度か見ることができました。

10
直接関わると言っても、継続して入るクラスの保護者への挨拶、自己紹介であり、会話の内容も状況的にあ

まり聞けることはなかった。

11
家庭の様子も知りたいと考え、連絡帳を見せていただこうとすると、プライバシーを理由に断られたため、保護

者との関わりもなかった。

文部 学 （2017）や 生 （2017）に

よる ECEC の たな指 からは、子ども・子育て

支援に関する 論や実践に いて、心 学的な

からも学 要 が いことが できる。
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通 の幼児教育・乳幼児保育に加 て、親子支

援の を ち、こ までの を応用し、

職 との協 による支援実践が る保育者が

めら ているので る。

、親子支援は、 の学 を た

的 しい みで り、 職 ・ 間

の協 や、 の の応用を 要とする活

動で る。保育者養成は、 、まさに、大きな

期に しているので る。

(2)

養育者が 子 や 、 な人間関

係の から、 な関わりを 要とする子

どもとのコミュニケーションに を感 て

いることと同様に、同 で る保育学生

もまた、 者とのコミュニケーションのとり

に 感を いている。

者は、 の で 心 学に いた

様々なコミュニケーションワークを り入

ている。 心 学的な に くコミュ

ニケーションワークの み によって、グ

ルー ･ ン ー イン ングにおいて、

紙上で わさ るコミュニケーション

ロセスの に が めら たことを し

ている(瀬々倉,2018)。保育者は、子どもを

く し、か 、養育者の いを した上で

協 関係を結んでいく 要が るが、 の前

として、 者とのコミュニケーション 力

の 上が 要で るからで る。

先 したように、保育者には、幼児教育・保

育の な や が めら る。さらに、

ンセ ングの を学んだ上で、通 の

ンセ ングとは なる で保育者ならではの

子ども・子育て支援が めら る。

の保育者には、 てる や を応用

して子ども・子育て支援に活用する力が 要で

る。

(3)

保育者には、 いコミュニケーション 力と

幼児教育・保育の や 、 して応用力も

要で る。 で、 に応 た教育は だ

十分とは言 ず、保育 に てから の保

育者は試 を り して成 していく。

では、保育者養成課程における、子ども・子

育て支援に する実践的な学びしてどのような

ことが だろうか。上 したように、保育実

習において、子育て支援に いて実践的に学

会は ら ているのが で る。こ は、

コロナ禍のみならず人 など 保育

がさらさ ている しい も大いに して

いると ら る。では、園実習 外には が

できるのだろうか。

まずは、本稿 に げた関 「子ども

と教育 」や「子育て支援」などの保育

者養成 の内 の 実 で る。保育者なら

ではの子ども・子育て支援の り に関する実

践・研究の み が めら る。

また、大学における子ども・子育て支援活動

の実施によって、 援 活動を通した学び、

アク ･ ーニングを 実 することが

々 要となる。 ば、本学では保育 や

乳幼児の子育て の協力を得て、子ども・子

育て支援を実践しながら学 「ぴっぱらん」活

動を い子どもや養育者 の やかかわりの

り の学びを めている。 の ロセスにお

いては、乳幼児との関わりが しい学生の教育

に特に し、 要に応 て幼児人 を 用し

て き のコ を教 るなど、きめ かな教育

を っている。 で ってきた活動を

2019 年のコロナ禍からは ン インに り

て支援実践の 実とともに学生の学びを め

ており、 の活動は、内閣府発 の「子供・若

者白書 令和 4 年版」に 載さ ている（瀬々

倉,2022a･b）。 の親子支援活動には い、本

学児 学 ならではの に裏 けら 、

く親子に関わることのできる ログ 内 と

なっていると している。

しかしながら、 としての子ども・子

育て支援活動 体の 実と、保育学生の学びと

を さ ることは いことではないのも

実で る。

で、2018 年 に「親子支援活動 ぴっぱ



─ 211 ─

「子ども理解と教育相談」及び「子育て支援」に関する一考察

―9―

らん に関する 記 の ータ 」 の

とし った の ログ に参加した学生

を とした 紙調査の結果では、 下のこ

とが明らかになっている(瀬々倉,2020)。

活動に参加した学生の が非 に い。

親子と に することの しさや さを

感 たと同 に、 しさも することがで

きた。 の で親子に関わることで、親

子や学生 の に くことができた。

親子支援活動を めて するために、活動

を 記 して った 的研究に意義を感

ている。 子ども・子育て支援の 様な り

を った上で、 分たちが実施 な支援に

いて ることができた。

このように、 子 に生ま 育ち、子ど

もと関わる経験が ずしも豊富とは言 ない学

生たちにとって、本活動は、通 の幼 園教育

実習や保育実習とは なる学びの経験となって

いることが できる。

さらに、2020 年 からのコロナ禍においては、

を 的に活用して、 ン インによる

ぴっぱらん活動を している。 の で

した ン インによる活動で るが、結果的

に 下のような学びを得ることになった。 ン

インによる活動では、 年 児 外のき

うだい、 親の参加、 の親子、日本語

が ない親子、 こ に が り が

要な親子など 様な親子に保育学生が関わる

ことが となった。このことから、 を

けて を 集し、 ン ン コン ン と

して親子や幼保園、子ども・子育て支援 関な

どに 供している。また、 に と

乳幼児期の親子が 会する にもなった。特に、

Zoom の イク･ア トセ ションを 用する

の個 応 ログ で る ぴっぱら

んシ ー では、子どもや養育者、 の様子

を関 しながら を め、 を分 し

たう で ー ー イ の びを 供すること

を通して、実践の応用力を に けることがで

きた（瀬々倉,2022a･b,前 書）。

、子ども・子育て支援の をもち、支

援実践を る保育者の養成は で る

で、保育者養成課程においては、 の実習に

加 て実際の親子支援を学内外で実践し 、

学生を教育するという、実践と教育を して

う 要が生 ている。

実した親子支援を うためには、教育

の 実 と保育者養成に関する い 、

子ども・子育て支援と して う 要の る

支援者教育という しい に が めら

る。

保育者養成は、 に 会との がりの で

していく 要が る。VUCA(Volatility（ 動

）・Uncertainty（ 実 ）・Complexity（

）・Ambiguity（ ）)な と言わ て

いる先の ない で、 を発 して親

子に するためには、 なる を教

ることでは に たない。子ども に育てる

ことの 要な内 として非 力が上げら

るが、保育学生にも非 力を活 する教

育が 要で る。
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